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保険契約の概況

主要業績の概況2

個人保険・個人年金保険については、従来の定期付終身保険に代わる主力商品「ライフアカウント L.A.」が販

売件数71.7万件と幅広いご支持を受け、新契約高は13兆3,610億円（前年度比55.2％増）と大幅な増加となり

ました。この結果、保有契約高は126兆1,475億円（前年度末比1.9％減）となりました。

団体保険は団体信用生命保険の増加により、保有契約高は47兆5,619億円（前年度末比3.5％増）と増加しま

した。

なお､個人保険・個人年金保険に団体保険を加えた保有契約高は173兆7,095億円（前年度末比0.5％減）とほ

ぼ横ばいとなりました。

一方、団体年金保険については、責任準備金（積立金）の合計額で4兆8,032億円（前年度末比4.9％減）とな

りました。なお、明治ドレスナー・アセットマネジメントを加えた明治生命グループ全体としての運用受託額は5兆8,175

億円（前年度末比0.4％増）となりました。

平成12年度の保険金等支払金は2兆3,199億円。

このうち、保険金・年金は7,940億円、給付金は5,455億円と多くのお客さまのお役に立っています。

お役に立ちました。2兆3,199億円
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収支の概況

経常収益のうち、保険料等収入は2兆2,950億円（前年度比0.2％減）とほぼ前年並となりました。資産運用収益
は5,024億円（前年度比33.6％減）となりました。利息及び配当金等収入が4,042億円（前年度比11.3％減）、有
価証券売却益が966億円（前年度比63.3％減）と減少したことが主な要因ですが、これは平成12年度から一部の
科費目について表示方法を変更していることなどによります。具体的には、従来の「有価証券償還損益」は「利息及
び配当金等収入」に計上し、金銭の信託、特別勘定から生じるすべての損益を、それぞれ「金銭の信託運用損」、
「特別勘定資産運用損」として一括表示しています。その他経常収益のうち、責任準備金戻入額は2,298億円（前年
度比45.0％減）となりました。なお、個人保険・個人年金等の責任準備金は、保険業法第116条に基づき、標準責
任準備金および平準純保険料式責任準備金を積み立てています。
一方、経常費用のうち、保険金等支払金は2兆3,199億円（前年度比10.2％減）と減少しましたが、これは団体

年金保険の返戻金の減少が主な要因です。資産運用費用は1,528億円（前年度比62.6％減）となりました。このう
ち、有価証券評価損は152億円と大幅に減少していますが、これは「その他有価証券」に分類した有価証券の評価
損について、「金融商品に係る会計基準」適用に伴い一部を除いて計上していないためです。事業費は「退職給付
に係る会計基準」適用に伴う経費の増加や、「ライフアカウントＬ.Ａ.」発売に伴う経費の増加等により3,067億円
（前年度比4.8％増）となりました。
この結果、経常利益は1,802億円（前年度比6.0％減）となりました。
特別損益については、特別損失のなかで、「退職給付に係る会計基準」適用による会計基準変更時差異の償却

額137億円を計上しています。
以上の損益の結果、当期未処分剰余金は1,352億円（前年度比23.4％減）となりました。

資産の概況

年度末総資産は17兆4,694億円となり、当年度の
増加資産は6,232億円となりました。
有価証券については、「その他有価証券」の時価評
価により、含み益相当額である7,481億円を計上し、
これに実効税率を乗じた繰延税金負債を除いた残額
を資本の部に評価差額金として4,776億円計上して
います。なお、繰延税金資産と繰延税金負債につい
ては、貸借対照表上相殺表示しているため、「その他
有価証券」を時価評価したことによる資産の増加額は
5,017億円となっています。
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